
請願第9号

野津田ノム`園ここ「温泉を利用した健康増進スポー畑

(クアハウス)の提案があつた場合に、前向きな検討を求める請願

講 旨

私は、日L95年度実施されました「第二次野津田公目整魔基本計画懇談会」の委員として活動いたしました3

その懇談会において討議された多種多様な意見と行政サイドの意向する方向性を調整検討した結果、昨年5月

「第二次野津田公目整備基本計画」んミ町田市 IPに発表されまし亀 「自然の中で楽しむスポーツパーク」を
コンセプトとしたこの計画は、細部は別として個人的には評価したいと考えております9

しかし「スポーンパーク」との位置付けではありますが、現計画fま高齢者、傷害者にとっては「看ll用できる。」

「不可用したヤち」という施設が非常に乏しく弱者に対する配嬉が余りにも欠けていると考えぎるを得ません。

そこで、私は体軸 さヽずとも体力や健康②維持また国団風 病気に関する予防法や羅間などを相談できる

医療関係者を配置することが可能な、温泉施設 (クアハウス)の建設を切に願うものであります。

近酌 嶋泉施設 (いわゆる日帰り潟識 をプサーチしたところ、来場者は平日で 200-300人 徴Ю人を超え

ることも)土日視日は 15側卜2000人となっておりε平日 250人 X鶏 日、土日祝日 1500人X120日 として
年間 2霞ら250人となります。

この実現を希望する施設は、―兒tのスポーン施設利用後の入浴、現計画にもあるレストラン利用者の誘致、

公園の夜間利用者の増加、公園隧車場の不可用率アップにもつながり、2020年には65歳以上の高齢者が25%
に達するとされる町田市にとって、医療費や福祉関連費用の削減にも役立つものと確信しておりまi

請願項目

野津田公目に温泉を利用した健康増進スポープ施設 (クアハウス)について民間事業者から提案があつた場合

に前向きな検討を行うようにしてくださしモ




